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彙

報

○

開
講
科
目

(
二
〇
〇
八
年
度)

【

全
学
教
育
科
目】

古
典
の
世
界

(

前
期)

｢

東
洋
の
こ
こ
ろ：

論
語
講
読｣

静

永

准
教
授

講
義

絵
画
と
詩
文
で
た
ど
る
中
国
文
学
の
世
界

(

後
期
・
高
年
次
教
養
科
目)

竹
村
教
授
・
静
永
准
教
授

【

文
学
部
・
初
等
教
育
・
学
科
共
通
科
目】

コ
ア
セ
ミ
ナ
ー

(

前
期)
竹
村
教
授
・
静
永
准
教
授
ほ
か

文
学
基
礎

(

前
期)

竹
村
教
授
・
静
永
准
教
授
ほ
か

中
国
語

(

中
級)
羊

教

師

中
国
語
作
文
・
中
国
語
会
話

羊

教

師

中
国
語
初
歩

岡

村

講

師

中
国
語
科
指
導
法
Ⅱ(

前
期)
(

九
州
共
立
大
学)

黄

冬
柏
准
教
授

古
典
語

(

漢
文)

(

福
岡
大
学)

松
浦

崇

教

授

人
文
学
Ⅲ

｢

東
ア
ジ
ア
の
交
流
史｣

(

後
期)

静
永
准
教
授
ほ
か

【

文
学
部
・
中
文
講
座】

講
義

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

講
義

唐
代
詩
文
集
研
究
Ⅲ
・
Ⅳ

静

永

准
教
授

演
習

『

隋
唐
演
義』

演
習

竹

村

教

授

演
習

千
載
佳
句
所
収
唐
詩
訳
注
11
・
12

静

永

准
教
授

演
習

中
国
古
典
選
読

羊

教

師

演
習

中
国
文
学
研
究
法

羊
教
師
・
静
永
准
教
授

講
義

中
国
語
語
音
史

(

北
九
州
市
立
大
学)

佐

藤

教

授

演
習

中
国
語
文
法
研
究

(

言
語
文
化
研
究
院)

西

山

准
教
授

集
中
講
義

唐
宋
詩
詞
の
世
界

(

早
稲
田
大
学)

内
山

精
也

教
授

【

人
文
科
学
府】

講
義

中
国
の
出
版
文
化
と
中
国
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

講
義

六
朝
辞
賦
文
学
研
究
Ⅶ
・
Ⅷ

静

永

准
教
授

演
習

王
昭
君
文
学
史
研
究

竹

村

教

授

演
習

文
選
集
注
Ⅸ
・
Ⅹ

静

永

准
教
授

演
習

中
国
文
学
研
究
法

羊
教
師
・
静
永
准
教
授

論
文
指
導

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

竹

村

教

授

論
文
指
導

中
国
語
学
中
国
文
学
の
諸
問
題

静

永

准
教
授

○

学
位
論
文

六
朝
寒
門
文
人
鮑
照
の
研
究[

博
士

(

文
学)

甲]

土

屋

聡

廬
山
の
風
土
と
白
居
易
の
文
学

[

博
士

(

文
学)

甲]

陳�
李
賀
詩
劉
辰
翁
評
点
考

[

修
士

(

文
学)]

奥

野

新
太
郎

郭
沫
若
訪
日
詩
文
研
究

[

修
士

(

文
学)]

岸

田

憲

也

中
国
文
学
に
お
け
る
蘇
小
小
像

[

修
士(

文
学)]

彭�
梅

｢

明
妃
曲｣

と
北
宋
の
文
壇

[

学
士]

田

中

真
紀
子

老
舎
作
品
に
み
る
諷
刺
と
幽
黙

[

学
士]

日

高

佳

子

上
元
節
の
風
俗
と
文
学

[

学
士]

吉

留

志

保

中
国
文
学
論
集

第
三
十
七
号

136― ―



― ―

○

中
国
文
藝
座
談
会

第
二
三
三
回

(

二
〇
〇
八
年
一
月
二
十
六
日)

於
四
階
会
議
室

中
国
古
典
に
あ
ら
わ
れ
た
弓
―

『

史
記』

を
中
心
に
―

新

谷

彩

雨
月
物
語

｢
菊
花
の
約

(

ち
ぎ
り)｣

と
中
国

宮

崎

聡

子

宮
女
の
貞
節
―

『
隋
唐
演
義』

朱
貴
児
を
め
ぐ
っ
て
―

旦

部

啓

子

『

東
坡
集』

の
保
存
と
息
子
蘇
過
の
役
割

原

田

愛

第
二
三
四
回

(

二
〇
〇
八
年
三
月
一
日)

於
四
階
会
議
室

南
宋
福
建
建
陽
版
が

｢

王
状
元｣
を
冠
す
る
意
義

―

『

王
本
東
坡
集』

注
釈
者
を
中
心
に
―

甲

斐

雄

一

伝
奇
か
ら
話
本
へ
―
才
子
佳
人
小
説
の
変
遷
を
中
心
に
―

黄

冬

柏

第
二
三
五
回

(

二
〇
〇
八
年
四
月
二
十
六
日)

於
教
育
学
部
会
議
室

劉
辰
翁
の
文
学
活
動
と
宋
末
元
初
の
江
西
詩
壇

奥

野

新
太
郎

郭
沫
若
の
一
九
五
五
年
福
岡
訪
問
と
旧
体
詩

岸

田

憲

也

周
作
人
の
な
か
の
古
典
―
李
卓
吾
と
の
か
か
わ
り
か
ら
―

呉

紅

華

第
二
三
六
回

(

二
〇
〇
八
年
七
月
十
九
日)

於
四
階
会
議
室

竟
陵
派
の
盛
行
と

『

唐
詩
選』

出
版

有

木

大

輔

濱
文
庫
の
明
清
楽
資
料
に
つ
い
て

中

尾

友
香
梨

[

特
別
講
演]

東
坡
尺
牘
的
繋
年
問
題

(

復
旦
大
学)

朱

剛

第
二
三
七
回

(

二
〇
〇
八
年
九
月
十
三
日)

於
四
階
会
議
室

左
思

｢

三
都
賦｣

に
み
え
る
三
国
の
都
城

栗

山

雅

央

『

欽
定
古
今
図
書
集
成』

挿
図
の
蒋
廷
錫
に
よ
る
改
編

―
内
閣
文
庫
蔵『

古
今
図
書
集
成
図
纂(

仮
題)』

を
手
が
か
り
と
し
て

―

大

渕

貴

之

周
作
人
新
詩
の
位
相
―
一
九
一
九
年
を
中
心
に
―

鳥

谷

ま
ゆ
み

第
二
三
八
回

(

二
〇
〇
八
年
十
一
月
八
日)

於
四
階
会
議
室

李
賀

｢

歌
詩
集｣

の
成
立
と
変
遷

長
谷
川

真

史

高
校
国
語
科
に
お
け
る
唐
詩
教
育
の
役
割

金

山

真

吾

｢

一
代
有
一
代
文
学｣

之
説
的
意
義
衍
変

羊

列

栄

○

学
会
・
研
究
会
開
催

＊
北
京
大
学

｢

中
日
文
化
交
流
史｣

研
究
発
表
会

(

二
〇
〇
八
年
一
月
十
六
日

於
法
学
部
大
会
議
室)

論
近
世
中
日
間
的
華
夷
秩
序
之
争

徐

博

晨

中
国
蘇
杭
地
区
中
日
交
流
史
迹
考
察
報
告

倪

堯

卉

在
中
国
的
空
海
史
迹
考
察
研
究

王

善

涛

関
于
中
日
文
化
交
流
史
的
特
点
与
分
期

滕

軍

＊
九
州
大
学
宋
代
文
学
講
演
会

(
二
〇
〇
八
年
五
月
二
十
二
日

於
文
学
部
四
階
会
議
室)

校
箋
欧
陽
脩
詩
文
之
感
悟

(

華
東
師
範
大
学)

洪

本

健

彙

報
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浅
談
王
安
石
古
文
議
論
、
説
理
的
藝
術
特
色

(

武
漢
大
学)

熊

礼

匯

○

他
学
会
発
表

(

九
大
中
文
研
究
室
生
の
み
掲
載)

＊
第
五
十
六
回
九
州
中
国
学
会
大
会
発
表

(
二
〇
〇
八
年
五
月
十
日
・
十
一
日

於
佐
賀
大
学)

劉
辰
翁
の
文
学
活
動
と
宋
末
元
初
の
江
西
詩
壇

奥

野

新
太
郎

｢

王
状
元｣

と
福
建
の
出
版
業

甲

斐

雄

一

郭
沫
若
の
一
九
五
五
年
福
岡
訪
問
と
旧
体
詩

岸

田

憲

也

＊
第
十
二
回
宋
代
文
学
談
話
会
発
表

(

二
〇
〇
八
年
五
月
二
十
四
日

於
立
命
館
大
学)

東
坡
集
の
編
纂
と
蘇
過

原

田

愛

＊
郭
沫
若
九
大
留
学
九
〇
周
年
記
念
郭
沫
若
研
究
国
際
学
術
集
会

(

二
〇
〇
八
年
九
月
一
日
・
二
日

於
九
大
医
学
部)

留
学
生
・
中
国
科
学
院
院
長
の
郭
沫
若
が
見
た
福
岡
・
博
多

岸

田

憲

也

＊
第
六
十
回
日
本
中
国
学
会
大
会
発
表

(

二
〇
〇
八
年
十
月
十
一
日
・
十
二
日

於
京
都
大
学)

『

欽
定
古
今
図
書
集
成』

挿
図
の
蒋
廷
錫
に
よ
る
改
編

―
内
閣
文
庫
蔵『

古
今
図
書
集
成
図
纂(

仮
題)』

を
手
が
か
り
と
し
て

―

大

渕

貴

之

○

公
開
講
座
出
講

言
語
と
文
芸
―
和
漢
古
典
の
世
界
―

(

全
五
回
の
う
ち)

(

二
〇
〇
八
年
九
月
六
日
〜
十
月
四
日

於
赤
煉
瓦
文
化
館
・
九
大
西
新
プ
ラ
ザ)

｢

孤
独｣

だ
っ
た
楊
貴
妃

(｢

長
恨
歌｣)

と
桐
壺

(『

源
氏
物
語』)

竹

村

則

行

螢
の
光
、
窓
の
雪
―
近
代
日
本
を
支
え
た
中
国
古
典

静

永

健

○

会
員
消
息

(

事
務
局
把
握
分)

孫

明
君

三
月
、
九
大
外
国
人
教
師
任
期
満
了
帰
国
。

羊

列
栄

四
月
、
九
大
外
国
人
教
師
着
任

(

復
旦
大
学
よ
り)

。

中
尾
健
一
郎

四
月
、
梅
光
学
院
大
学
講
師
着
任
。

中
尾
友
香
梨

十
月
、
佐
賀
大
学
講
師
着
任
。

○

会
員
近
著

(

事
務
局
把
握
分)

竹
村

則
行

[

解
題]

・�
梅
羹

[

原
著]

『

中
国
文
学
史
綱』

(

城
島
印
刷

二
〇
〇
八
年
三
月)

岡
村

繁

『

白
氏
文
集』

七
上(

明
治
書
院

二
〇
〇
八
年
七
月)

古
川

末
喜

『

杜
甫
農
業
詩
研
究
―
八
世
紀
中
国
に
お
け
る
農
事

と
生
活
の
歌
―』

(

知
泉
書
館

二
〇
〇
八
年
八
月)

山
田

敬
三

『

魯
迅

自
覚
な
き
実
存』

(

大
修
館
書
店

二
〇
〇
八
年
十
一
月)
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